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第43回大宝蔵展

高野山の名宝

７月16日（土）～10月10日（月・祝）

利用案内
開
館
時
間

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始
の
み

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントあり！

霊
宝
館
だ
よ
り　

第
139
号

令
和
４
年
７
月
10
日
発
行

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
３
０
６

公
益
財
団
法
人
高
野
山
文
化
財
保
存
会

高
野
山
霊
宝
館

電
話
０
７
３
６
│
５
６
│
２
０
２
９

U
RL http://w

w
w
.reihokan.or.jp

国
宝　

阿
弥
陀
三
尊
像
の
う
ち
勢
至
菩
薩
像
（
蓮
花
三
昧
院
蔵
）

高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）」
は
、
令
和
２

年
度
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一
時
中
断
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
再
開
し
、
５

月
14
日
㈯
、
６
月
11
日
㈯
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
の
開
催
予
定

　

７
月
23
日
／
８
月
６
日
／
８
月
27
日
／

　

９
月
10
日
／
10
月
22
日
／
11
月
26
日

　

い
ず
れ
も
土
曜
日
、
13
時
よ
り
開
催
。

※
参
加
費
無
料
で
す
が
、
拝
観
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
予
定
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
な
ど
で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
展
覧
会
開
催
予
定

•
10
月
15
日
㈯
〜
令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

　

秋
期
企
画
展
「
仏
を
護
る
入
れ
物

　

〜
納
め
る
・
容
れ
る
・
包
む
」（
予
定
）

　

※
12
月
28
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈬
休
館

•
令
和
５
年
１
月
21
日
㈯
〜
４
月
９
日
㈰

　

冬
期
平
常
展
「
密
教
の
美
術
」（
予
定
）

◎
文
化
財
保
存
修
理
事
業

●
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
紙
本
著

　

色
十
巻
抄
ほ
か
１
件
保
存
修
理
事
業

　

平
成
29
年
度
よ
り
５
ヵ
年
計
画
で
行
わ

れ
て
い
た
「
十
巻
抄
」（
鎌
倉
時
代　

圓

通
寺
蔵
）
の
保
存
修
理
が
完
了
し
、
再
収

蔵
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
一
部
を
、

情
報
公
開
と
し
て
４
月
10
日
㈯
ま
で
特
別

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

●
重
要
文
化
財　

高
野
山
奥
之
院
出
土
品

　

比
丘
尼
法
薬
経
塚
出
土
品
保
存
修
理
事

業
　

令
和
３
年
度
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い

た
「
比
丘
尼
法
薬
願
文
」（
平
安
時
代　

金
剛
峯
寺
蔵
）
の
保
存
修
理
が
完
了
し
、

再
収
蔵
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
４
月
10
日

㈰
ま
で
特
別
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

◎
友
の
会
会
員
募
集

•
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
様
の
み
霊
宝

館
と
金
堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

•
霊
宝
館
発
行
の
機
関
誌
「
霊
宝
館
だ
よ

り
」
送
付

〈
年
会
費
〉　

一
般
会
員
（
個
人
）　　

３
，０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　

３
０
，０
０
０
円

　

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◎
友
の
会
会
員
限
定

　

秋
季
金
剛
界
結
縁
灌
頂

　

入
壇
の
お
知
ら
せ

　

高
野
山
金
堂
に
お
け
る
秋
季
金
剛
界
結

縁
灌
頂
開
壇
に
際
し
、
霊
宝
館
友
の
会
会

員
限
定
で
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
壇
日　
　
　

　

令
和
４
年
10
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

入
壇
料　

　

事
前
申
込
１
名　

５
，
０
０
０
円　
　

　

当
日
申
込
１
名　

７
，
０
０
０
円

受
付
期
間　
　

　

令
和
４
年
９
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

申
込
方
法

　

霊
宝
館
に
電
話
申
込
み
。
詳
細
に
つ
い

て
も
、
霊
宝
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
記
事
の
訂
正

　

令
和
２
年
４
月
13
日
発
行
の
「
霊
宝
館

だ
よ
り
」134
号
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

左
記
の
と
お
り
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

５
頁　
「『
高
野
山
の
古
建
築
』
第
三
十
六

回
」
の
上
段
25
行
目
に
お
い
て

　
（
誤
）
秀
直

　
（
正
）
忠
直

ミュージアム法話開催風景（高野山本山布教師 神保博舟師）

重
要
文
化
財
十
巻
抄

修
理
前

重
要
文
化
財
十
巻
抄

修
理
後

結縁灌頂三昧耶戒



令和４年 ７月10日 第139号 令和４年 ７月10日 第139号

23

　

仏
教
に
は
、
阿
弥
陀
三
尊
や
不
動
明
王
二
童
子
と
い
っ
た
、
定
ま
っ
た

数
の
仏
さ
ま
を
表
す
仏
像
、
仏
画
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
野
山
信

仰
は
、
五
十
六
億
七
千
万
年
後
、
弥
勒
菩
薩
が
下
生
す
る
ま
で
、
弘
法
大

師
空
海
は
奥
之
院
御
廟
に
入
定
し
、衆
生
を
あ
ま
ね
く
救
済
す
る
と
い
う
、

非
常
に
大
き
な
数
字
に
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
数
字
に

ま
つ
わ
る
高
野
山
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
数
字
が
展
示

品
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
ご
拝
観
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
７
月
16
日（
土
）〜
10
月
10
日（
月･

祝
）

前
期　

７
月
16
日（
土
）〜
８
月
28
日（
日
）

後
期　

８
月
30
日（
火
）〜
10
月
10
日（
月･

祝
）　

会
期
中
無
休

■
彫
刻

未
指
定　

弘
法
大
師
坐
像
（
萬
日
大
師
像
）　　
　

 

金
剛
峯
寺

■
絵
画

国
宝　
　

阿
弥
陀
三
尊
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
三
昧
院
【
前
期
】

重
文　
　

五
大
虚
空
蔵
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　

西
南
院　
　

 

【
後
期
】

重
文　
　

六
字
尊
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院　
　

 

【
前
期
】

重
文　
　

八
字
文
殊
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　

正
智
院　
　

 

【
後
期
】

重
文　
　

一
字
金
輪
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　

遍
照
光
院　

 

【
後
期
】

■
書
跡

国
宝　
　

大
字
法
華
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院　
　

 

【
前
期
】

国
宝　
　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　

 

金
剛
峯
寺　

 
【
後
期
】

重
文　
　

紺
紙
金
字
一
切
経
（
荒
川
経
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺　

 
【
前
期
】

重
文　
　

法
華
一
品
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
前
後
期
で
展
示
替
】

■
工
芸

重
文　
　

金
銅
三
鈷
杵
（
伝
覚
鑁
所
持
）　　
　
　

 

宝
寿
院

重
文　
　

銅
五
鈷
鈴
（
伝
道
範
所
持
）　　
　
　
　

 

正
智
院

重
文　
　

舞
楽
装
束
類
の
う
ち
梅
松
文
様
水
干　
　

金
剛
峯
寺

■
歴
史
資
料

重
文　
　

高
野
版
板
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
三
昧
院

　
※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
会
期
の
変
更
、
休
館
、
拝
観
制
限
を

　

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

主
な
展
示
品

「
高
野
山
の
名
宝 

│
数
字
と
高
野
山
│ 

」

第
43
回
高
野
山
大
宝
蔵
展

今
後
の
展
覧
会

令
和
四
年
度 

秋
期
企
画
展

「
仏
を
護
る
入
れ
物
〜
納
め
る
・
容
れ
る
・
包
む
」

令
和
４
年
10
月
15
日
㈯
〜
令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

　

※
12
月
28
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈬
休
館

国
宝　

阿
弥
陀
三
尊
像　

平
安
〜
鎌
倉
時
代　

蓮
花
三
昧
院
【
前
期
】

来
迎
図
と
浄
土
図
の
２
つ
の
特
徴
を
合
わ
せ
持
つ
阿

弥
陀
三
尊
像
。
三
尊
は
光
背
か
ら
台
座
ま
で
黄
一
色

で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

重
文　

八
字
文
殊
曼
荼
羅
図　

鎌
倉
時
代　

正
智
院
【
後
期
】

天
変
地
異
の
除
災
な
ど
を
祈
る
修
法
の
本
尊
。
中
央
の
獅
子

に
乗
る
文
殊
菩
薩
は
八
つ
の
髻
を
結
い
、
真
言
も
八
字
で
表

さ
れ
る
こ
と
か
ら
八
字
文
殊
と
い
う
。

重文　一字金輪曼荼羅図　鎌倉時代
遍照光院【後期】

重文　舞楽装束類のうち梅松文様水干　室町時代　金剛峯寺 重文　銅五鈷鈴（伝道範所持）　
中国唐時代　正智院

ミュージアムトーク

日程：８月20日㈯、９月３日㈯
　　　各14時～　１時間程度
先着20名様　受付８時半～
※詳細は霊宝館ＨＰにてご確認ください。
　コロナの感染状況により中止する場合があります。

未指定　弘法大師坐像（萬日大師像）　室町時代　金剛峯寺
左を向いた珍しい大師像。
昔、約30年間この大師像を拝んでいた僧の夢枕に、
大師が現れ「萬日の功真実なり」と告げた。翌朝、
この大師像の元に向かうと左を向いていたという。
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信
の
後
を
継
い
だ
養
子
の
「
上
杉
景

勝
」
の
法
名
が
「
覚か

く

上じ
ょ
う

院い
ん

殿で
ん

法
印

権
大
僧
都
宗
心
」
な
の
で
、
恐
ら
く

こ
こ
に
置
か
れ
た
「
宗
心
」
銘
の
石

碑
は
「
上
杉
景
勝
」
の
も
の
だ
と
想

像
し
ま
す
。
現
在
の
上
杉
謙
信
霊
屋

に
は
、
謙
信
・
景
勝
、
父
子
の
霊
が

安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
、
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
に
出
版
さ
れ
た
『
紀き

伊い
の

国く
に

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
の
奥
之
院
参
道
の

様
子
を
見
る
と
、「
上
杉
一
家
」
と

し
て
同
じ
建
物
が
二
棟
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
か
ら
、
江
戸
時
代
の

終
わ
り
十
九
世
紀
の
中
頃
ま
で
は
、

謙
信
と
景
勝
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
屋
が
並

ん
で
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
上
杉
家
の
記
録
で

は
二
棟
の
霊
屋
の
内
、向
か
っ
て
左
、

西
側
が
謙
信
霊
屋
、
右
手
東
側
が
景

勝
霊
屋
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
十
年
ほ
ど
前
、
こ
の
霊
屋
が
修

理
さ
れ
た
と
き
、
こ
こ
に
は
異
な
る

建
物
の
部
材
が
入
り
交
じ
っ
て
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
か
ら
、
大
き
く
痛
ん
だ

二
棟
の
霊
屋
が
解
体
さ
れ
、
健
全
な

部
材
を
用
い
て
一
棟
の
建
物
に
建
て

替
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

規
模
の
建
物
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ

う
な
修
理
が
可
能
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
修
理
に
よ
っ
て
、
一
棟
の

建
物
に
二
基
の
石
碑
が
安
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

上杉謙信霊屋の全景　正面３間、側面２間、入母屋造り、
向拝付き、檜皮葺の霊屋である。右手には空地があって、
かつてはそこに、養子「上杉景勝」の霊屋があったよう
である。

正面中央間の蟇股　蟇股の彫刻は「貝尽くし」である。
この「貝尽くし」の図像には、どのような意味が隠され
ているのだろう。謎である。

『紀伊国名所図会』の上杉家墓所　右上に「上杉一家」
とあり、2棟の霊屋が描かれている。左下には宿敵武田
信玄の墓石があり、参道を隔て両雄が今も対峙している。

霊屋の木鼻詳細　よく見ると、右と左で木鼻の輪郭が全
く異なっている。２棟あった霊屋の部材を使って一つの
建物に改造した事を物語っているようである。様式的に
は左の方が古式である。

　

奥
之
院
へ
の
参
道
は
、
一
の
橋
か

ら
中
の
橋
、
御
廟
の
橋
へ
と
約
二
㎞

続
き
ま
す
。
一
の
橋
か
ら
二
百
ｍ
ほ

ど
進
ん
だ
辺
り
の
左
手
に
、「
上
杉

謙
信
霊
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

正
面
三
間
、奥
行
き
二
間
、入
母
屋
造

り
、向こ

う

拝は
い

付
き
、檜ひ

わ
だ皮
葺ぶ

き

で
、赤
い
塗

装
彩
色
で
彩
ら
れ
た
木
造
の
建
物
で

す
。
大
き
な
石
造
の
墓
石
が
建
ち
並

ぶ
奥
之
院
で
は
特
異
な
存
在
で
す
。

　

堂
内
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
須し

ゅ

弥み

壇だ
ん

が
あ
っ
て
、
そ
の

上
に
高
さ
六
十
五
㎝
ほ
ど
の
二
基
の

石
碑
が
安
置
さ
れ
、
そ
こ
に
「
権ご

ん

大だ
い

僧そ
う

都ず

法ほ
う

印い
ん

謙
信
」
そ
し
て
「
権
大
僧

都
法
印
宗
心
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
建
物
が
戦
国
武
将
の

雄
、
上
杉
謙
信
の
霊
を
祀
っ
た
建
物

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
石
碑
が
二
基
あ
る

の
か
、
そ
し
て
「
宗
心
」
と
は
誰
な

の
か
、
少
し
謎
で
す
。
謙
信
は
か
つ

て
「
宗
心
」
と
い
う
法
名
を
用
い
て

い
た
の
で
、
二
基
と
も
謙
信
の
石
碑

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
謙

　

こ
の
大
胆
な
修
理
が
い
つ
頃
行
わ

れ
た
の
か
明
確
に
は
出
来
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
の
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
上
杉
謙
信
霊
屋
が
最
初
に
建

て
ら
れ
た
の
が
何
時
な
の
か
、
建
物

か
ら
は
明
確
に
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

上
杉
家
の
古
記
録
に
は
、
天
正
十
六

年
（
一
五
八
八
）
に
景
勝
が
「
高
野

山
に
詣
り
養
父
謙
信
の
廟
を
建
立

す
」
と
あ
る
の
で
、
現
在
の
上
杉
謙

信
霊
屋
は
、
恐
ら
く
こ
の
時
の
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
元

和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
は
景
勝
の

霊
屋
が
建
て
ら
れ
た
と
記
録
に
あ
り

ま
す
。

　

建
物
の
隅
柱
の
頂
部
に
架
け
ら
れ

た
頭

か
し
ら

貫ぬ
き

の
木き

鼻ば
な

を
よ
く
見
る
と
、
同

じ
柱
に
取
り
付
い
て
い
る
の
に
、
右

と
左
で
木
鼻
の
輪
郭
が
全
く
異
な
っ

て
い
ま
す
。
二
棟
の
建
物
の
部
材
が

用
い
ら
れ
た
証
拠
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。
比
較
的
装
飾
の
少
な
い
霊
屋
で

す
が
、
正
面
中
央
間
に
据
え
ら
れ
た

蟇か
え
る

股ま
た

の
彫
刻
は
注
目
で
す
。
そ
の

彫
刻
の
題
材
は
、
巻
き
貝
、
二
枚
貝
、

そ
し
て
ア
ワ
ビ
や
ヒ
ト
デ
の
よ
う
に

見
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
霊
屋
の

装
飾
に
「
貝
尽
く
し
」
の
図
案
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
に
は
、
ど
の
よ
う

な
寓ぐ

う

意い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
是
非
謎
解
き
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

高
野
山
の
古
建
築　
第
三
十
九
回

重
要
文
化
財　

清
浄
心
院 

上
杉
謙
信
霊た

ま

屋や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴 

海　

祥 

博

連 載

高
野
山
の
生
き
物

第
五
回

　

梅
雨
空
が
続
く
六
月
、
森
に
囲
ま
れ
た

池
か
ら
ク
ウ
ル
ク
ウ
ル
コ
、
コ
、
コ
、
コ

と
聞
こ
え
る
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す

が
、
そ
れ
が
モ
リ
ア
オ
ガ
ル
の
恋
の
歌
で

す
。
周
辺
の
木
々
を
見
る
と
白
い
メ
レ
ン

ゲ
状
の
塊
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
す
。
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
で
す
。

　

モ
リ
ア
オ
ガ
ル
は
、
そ
の
名
前
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
深
い
森
に
棲
ん
で
い
る
ア

オ
ガ
エ
ル
の
仲
間
で
す
。
ア
オ
ガ
エ
ル
の

仲
間
は
高
野
山
で
は
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア

オ
ガ
ル
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
と
三
種
類
生
息

し
て
い
ま
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、
雄

で
四
〜
六
㎝
、
雌
で
六
〜
八
㎝
に
な
り
ま

す
。
因
み
に
よ
く
似
た
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア

オ
ガ
エ
ル
は
、
雄
三
〜
四
㎝
、
雌
四
〜
五

㎝
と
一
回
り
小
さ
い
で
す
。
ま
た
、
三
種

と
も
カ
エ
ル
の
仲
間
で
は
美
声
の
持
ち
主

で
、
特
に
カ
ジ
カ
カ
エ
ル
は
フ
ル
ー
ト
の

よ
う
な
音
色
で
有
名
で
す
。

　

モ
リ
ア
オ
ガ
ル
は
、
和
歌
山
県
で
は
高

野
山
と
そ
の
周
辺
で
し
か
生
息
し
て
い
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

他
の
地
域
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
人
為
的
に
移
入
さ
れ
た
所
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
戦
後
伐
採
さ
れ
、

そ
の
後
植
栽
ま
た
は
自
然
に
育
っ
た
森
林

が
成
熟
期
に
な
り
、
モ
リ
ア
オ
ガ
ル
が
生

息
し
や
す
く
な
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
か
、
川
の
澱
み
の
周
辺
の

木
々
や
林
道
横
の
集
水
枡
で
も
産
卵
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
が
高
野
山
か

ら
自
然
拡
散
し
て
い
く
こ
と
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
が
、
一
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も

し
て
い
ま
す
が
、
年
々
産
卵
期
が
早
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
産
卵
は
、
暖
か
い
雨
の
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
昨
年
か
ら
、
五
月
二
十
日
頃
に
、

産
卵
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
と
同
時
期
に

産
卵
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
地
球

温
暖
化
と
ど
う
い
う
因
果
関
係
が
あ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
注
意
し
て
見

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

高
野
山
寺
領
森
林
組
合　

西
田　

安
則

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
（
早
く
な
る
産
卵
）

モリアオガエル
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た
場
所
に
は
、
国
宝 

不
動
堂
（
明
治

四
十
一
年
〈
一
九
〇
八
〉
に
伽
藍
移
築
）

が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
古
絵
図
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
が
火
の
手
が
迫
る

寸
前
で
焼
失
を
逃
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
（
図
３
）。

　

翌
日
の
二
十
四
日
は
「
東
ノ
の
●
（
印
）

ヨ
リ
發
火
ス
」
と
あ
り
（
図
２
）、
現
在

の
恵
光
院
の
南
側
に
、
か
つ
て
あ
っ
た
増

福
院
付
近
か
ら
出
火
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
４
）。

　

結
果
的
に
、
火
災
に
よ
る
被
害
は
二
日

間
で
「
焼
失
七
捨
七
ヶ
寺
院
町
家
焼
失
カ

ゾ
エ
難
ク
」
と
記
さ
れ
（
図
２
）、
子
院

だ
け
で
な
く
、
町
家
（
本
図
「
丁
カ
」
と

記
さ
れ
る
部
分
）
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
よ
う
で
す
（
図
４
）。

　

こ
の
火
災
は
高
野
山
の
火
災
史
上
、
面

積
で
い
う
と
最
大
級
と
い
え
、
子
院
や
町

家
の
建
物
以
外
に
も
、言
う
ま
で
も
な
く
、

多
く
の
寺
内
の
什
物
や
文
化
財
も
灰
燼
に

帰
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
思
い
起
こ
す

と
、
山
上
は
目
を
被
い
た
く
な
る
ほ
ど
の

惨さ
ん

憺た
ん

た
る
光
景
で
、
当
時
の
人
々
の
落
胆

ぶ
り
は
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら

れ
ま
す
。

　

以
後
、
長
い
年
月
を
か
け
、
高
野
山
は

多
く
の
人
々
の
尽
力
に
よ
り
奇
跡
的
な
復

興
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
文
化
的
か
つ
景
観
的
価
値
が
ユ
ネ

ス
コ
に
よ
り
世
界
的
に
認
め
ら
れ
、
平
成

十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
七
月
に
は
、「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
高
野
山
地

区
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
と
な
り
、
現
在

に
い
た
り
ま
す
。

　

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

現
在
も
こ
の
火
災
の
傷
跡
を
伝
え
る
場

所
が
あ
り
ま
す
。
徳
川
家
霊
台
が
そ
の
場

所
で
す
。
火
災
時
、
徳
川
家
霊
台
に
は
、

家
康
廟　

秀
忠
廟
の
ほ
か
、
南
東
側
に
位

牌
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
紀き

伊い
の

国く
に

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

」（
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉

か
ら
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉
編
纂
）
か

ら
は
、
建
物
の
上
部
構
造
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
（
図
５
）、
ま
た
現
地
に
は
、

当
時
の
建
物
の
礎
石
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
６
）。

　

科
学
者
で
随
筆
家
の
寺
田
寅
彦
（
一
八

七
八
│
一
九
三
五
）
の
有
名
な
言
葉
に
、

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
台
風
、
地
震
、

津
波
な
ど
の
天
災
は
突
然
や
っ
て
き
て
、

防
ぎ
よ
う
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

人
災
は
日
々
の
注
意
や
点
検
で
、
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
古
絵
図
は
、
歴
史
資

料
と
し
て
大
変
貴
重
で
は
あ
り
ま
す
が
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
火
災
の
状
況
を
詳
細
に
示
し
、
ま

た
位
牌
堂
の
礎
石
が
焼
失
時
の
ま
ま
保
存

さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
世
の
私
た
ち
へ
防

災
意
識
の
自
覚
、
注
意
を
喚
起
す
る
、
先

人
か
ら
の
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
鳥
羽
正
剛
）

　

近
代
最
大
級
の
火
災

　

高
野
山
の
近
代
で
は
、
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）
に
大
規
模
な
火
災
が
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
て
、「
高
野
山
焼
火
全
図
」

（
明
治
二
十
一
年　

日
野
西
真
応
氏
蔵
）

と
い
う
古
絵
図
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。「
定

価
四
銭
」
と
記
さ
れ
、
明
治
二
十
年
頃
の

一
銭
は
現
在
の
二
百
円
く
ら
い
で
す
か

ら
、
八
百
円
く
ら
い
で
当
時
販
売
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
（
図
１
）。

　

こ
の
古
絵
図
の
記
述
に
よ
る
と
、
明
治

二
十
一
年
三
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日
の

両
日
に
わ
た
っ
て
、
高
野
山
上
で
火
災
が

発
生
し
、
赤
く
塗
ら
れ
た
二
つ
の
地
域
が

被
災
し
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
、
か
な
り
の
広
範
囲
で
被
害
を
受
け
た

よ
う
で
す
。（
図
２
）

　

甚
大
な
被
災
状
況

　

二
十
三
日
は
、「
西
ノ
●（
印
）寺
院
ヨ
リ

發
火
」（
図
２
）
と
あ
り
、
現
在
の
南
院
の

北
側
付
近
か
ら
出
火
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
場
所
の
北
側
に
接
し
て
、

火
災
を
逃
れ
た
「
蓮
花
院
シ
ョ
カ
ツ
」
と

記
さ
れ
る
場
所
に
は
、
重
要
文
化
財 

徳

川
家
霊
台
の
徳
川
家
康
廟
と
秀
忠
廟
が
あ

り
、
ま
た
左
下
の
「
不
動
堂
」
と
書
か
れ

火
災
③

「
古
絵
図
で
巡
る
高
野
山
探
訪
」
（
そ
の
十
四
）

図４　『高野山焼山全図』（火災範囲東側部分・蓮花谷）
　　　●印は出火地点

図５　『紀伊国名所図会』徳川家霊台（家康廟・秀忠廟）・
　　　位牌堂部分（○印）

図６　重要文化財徳川家霊台・位牌堂跡の礎石

図７　伽藍・国宝不動堂　かつては一心院谷に所在した。

図１　『高野山焼山全図』（明治21年〈1888〉　日野西真応氏蔵）

図２　『高野山焼山全図』　火災記録部分

図３　『高野山焼山全図』（火災範囲西側部分・一心院谷）
　　　●印は出火地点


